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第48号（２面）２００８年10月19日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





******************************************************************








　発題の後半は社会保障と労働法の改悪を軸にした戦後史年表をみながらの講談調。内容の余りの濃さに、聴衆は鈴木さん苦心のギャグにも気づかないという有様。「笑ってもらわなくてもいいんです」とポツリ。それからの議論がまたすごかったので、ごく簡単にご紹介します。   （石川）











　丸山：新憲法は福祉国家をめざしていたのか。75年で区切るのは妥当か。


　鈴木：56年の石橋内閣はそうだった。60年の岸内閣でも経済白書の副題が「福祉国家への道」になっている。労働運動はそれを評価できなかった。75年は賃上げストップの年。


　平出：67年美濃部都政で、東京から日本が変えられると思った。革新自治体が人口の4割以上をカバーした。それを戦略的に巧妙に壊された。


　鈴木：人間ぬきの経済が資本主義を貫いている。その合い間を縫って抑止力を働かせてきたが、突かれると脆い弱点があった。革新自治体も既成の組織の上に成り立ち、そこから出ていけなかった。


　奥平：９条世界会議で示された実践と連帯が素晴らしかった。赤字覚悟だったのに174万の黒字。でも東京だからできた。地方のさびれ方はひどい。日本最大の原発建設中の泊は原発景気。地方との連帯が必要。９条の会は頑張っているが、拠点になるものを作りたい。


　古川：戦後の大きな節目は三鷹・松川・下山事件のあった49年。ここから組合攻撃が始まる。51年に安保。今度の２人の首相の辞め方をみても、麻生のがんばりも背後にアメリカがある。テロ特措法が焦点。


　鈴木：49年の陰謀は朝鮮戦争に向かう準備だった。


　今井：80年代に新自由主義が出てきてからがひどい。今、中南米などで反撃が出ているが、日本もがんばらなくては。


　丸山：新自由主義の展開で、民営化・自由化が、農業や医療の破壊まで進んだ。今の金融危機もその結果。2000年代から反撃が始まった。


　司会：アメリカ経済に詳しい方はいませんか。この辺が弱いですね。


　津田：自殺者が年間3万人、非正規雇用が2000万人というのが気になる。労働者という言葉がいつから使われなくなったのか。若い人の将来像がみえないのをどうするか。


　丸山：連帯が大事。秋葉原の加藤君もかわいそうな青年だということを学生は理解する。


　鈴木：資本主義はもともと自由主義。資本の横暴に枷をかけて福祉に奉仕させるのが民主主義。70年代までかけられた枷を全面的に元へ戻そうとするのが新自由主義。社会の運営は小さな政府・資本の活力でという攻めが国民を征服した。これへの抵抗の力をそいだのがソ連崩壊。今後は、人間が生身の身体で生きとし生けるものの思いを寄せ集め、それに背く社会の動きには抵抗するということが大事だ。


　平出：賛同してくれる人が10％くらいしかいない。広げるのと深めるのは一緒にはできない。分けたほうがいいのでは。


　むらき：非正規雇用の問題が深刻。雨宮かりんはプレカリアートを作ったのは95年の日経連の方針だという。


　鈴木：「新時代の日本的経営」で終身雇用・年功賃金・企業一家をやめて管理的労働者と技術職を確保したらあとは使い捨てという方針を出した。それいらい雇用は不安定が当たり前にされた。青年たちは食えないから昼も夜も働く。民主主義の運動なんかにはとても参加できない。


　津田：製造業がアジアの安い労働力を求めて出ていく。地球温暖化もある。生き方を変えなければならない。「足るを知る」というがどこまでが「足る」なのか考え直さなければ。


　石川：最近ロシアに行き、社会主義の悪い面もいい面もたっぷり残っていると思った。70年代にプラハで暮らしたときのことと合わせ、社会主義の原点には人間尊重があったと改めて思った。


　古川：今はみな自分の人生しか考えないが、7代後の命にとって良いことかを考えるべき。


　鵜澤：全国青年大会に行ってみたが、若者たちは頑張っている。


　松平：命を大切にすることが根本だと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　鈴木：帝国憲法下と新憲法下では質的違いがある。民主主義があるかないかということ。民主主義のもとでは、議論が可能で、その中で、意見の違う人を否定的にみないということが大切なのではないか。














2008年11～12月の活動計画


●１１月２４日（月）（11月例会は休みます）


９条の会･全国交流集会 　於:日本教育会館


●１２月１３日（土）第40回例会


誕生から４年｢記念集会｣ ＜参加費＞500円


 14:30～ 演劇企画集団｢人(じん)｣


　　　　　　聞く絵本｢むらさき花だいこん｣


　　　　　　詩の朗読｢イマジン｣


 15:30～ 誕生から４年を祝う｢みんなのひろば｣


 集会後18:00～ 懇親会（参加費2,000円）


　　　　　　　　 於:たづくり12F「大会議室」











発題を受けて





　労働者の要求を貫徹（今は死語）する「労組」と新自由主義とは共存できないのですね。かつては「労組」は弱者（今の言葉）の味方、心強い存在でしたが、いつのまにかその姿がみえなくなった、その理由が分かりました。�　それでも非正規雇用の労働者が組合をつくり労働条件を改善させている動きもでているようです。人は一人では闘えない、「連帯」が大事。平和と人間性回復のために、講師のおっしゃるように、小異を忘れていっしょに前に進みましょう。�　かつての「労組」で活躍された方からお話しを聴くことができ、蓄積された貴重な資料をいただき、得がたい機会でした。ありがとうございました。


　（狛江市　箱田紘子）











